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建設人材育成優良企業表彰（不動産・建設経済局長賞）受賞者一覧 ①

企業名 取組のポイント

2

受賞ポイント②若年者入職促進、④キャリアパスに基づいた人材育成等
受賞ポイント①CCUSの活用

○協力会社のCCUS登録関係手続
の代行等を行う「大林組CCUS推
進事務局」を設立しCCUSの普及
促進・CCUS優秀現場表彰。

○文部科学省主催中学生技術
担当教員に「未来を創る技術教
育」「デジタルものづくり」に講師
として登壇
○東京都教育庁主催、工業高校
の先生を対象とした企業訪問と
意見交換 ・中高生に「テクノロ
ジーセミナー」を開催。



建設人材育成優良企業表彰（不動産・建設経済局長賞）受賞者一覧 ②

企業名 取組のポイント

3

受賞ポイント④キャリアパスに基づいた人材育成等、②若年者入職促進

○職業訓練終了後、1年間計17回開催。
○若手人材が、一人前に至る期間を
大幅に短縮する早期育成教育を展開。
○教育機会を通じ、同期社員や育成
担当社員とコミニュケーションを取
り問題の早期発見、課題化を図り、
離職を防止する対応をとっている。
この体制を開始した2022年、2023年
は早期離職が激減し、定着の改善が
図られた。

○出前講座では、「東京都ものつくりマイスター」に登録され
ているエキスパートや、若手の卒業生（ＯＢ・ＯＧ）を派遣。
資機材の取り扱い方法、施工手順をわかりやすく丁寧に指導。
仮設資材について、学校で不足するものは必要に応じて持ち込
み資材を貸与し対応。
○資格取得の支援として、技能検定の指導を行う。課題図面の
読み方、作業手順の解説、部材の取り付けの向きやコツを実演
で指導。
○教職員にもコツを伝え、実習授業で役立てていただいている。



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ①

企業名 取組のポイント

4

受賞ポイント⑤処遇の改善、⑥労働環境の改善、働き方改革

他 多数

○現場後に行われていた写真等のデータ整理や書類業務を、会社
内で別の者が就業時間内で行うことで、業務効率化・負担軽減。
○残業がないことで全社員が家庭と両立、またプライベートの時
間を確保することにより、全社員のモチベーションアップにつな
がった。
○離職率が減り、社員同士明るいコミュニケーションができるよ
うになった。

○山梨県から
も働きやすい
職場環境づく
りが高く評価。

・従業員一人当たりの月平均所定外労働時間０時間



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ②

企業名 取組のポイント

5

受賞ポイント②若年者入職促進、④キャリアパスに基づいた人材育成等

○全国の工業高校を中心に、
建築の要となる型枠工事や鉄
筋工事の魅力を伝える「出前
授業」を2015年より実施。
○「建築＝ものづくり」の魅
力を直に伝授することで、将
来の建築業界の担い手として
期待される若者たちに建築業
への関心を深めてもらう。

○工業高校建築科の教員
向けに当社で行っている
ビルド学校の見学・体験
をすることにより、型枠
工事・鉄筋工事に対する
理解を深めてもらう。
○家族や生徒に責任を
持って進路の紹介してい
ただけるよう、建設業の
魅力をPRしている。



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ③

企業名 取組のポイント

6

工事やることチェックリスト
↓

○若手社員でも仕事の流れが分かり、自ら進んで取り組める。
○代理人でなくても出来る業務は他部署社員が行い、
20個の業務の引きはがしに成功。

受賞ポイント⑥労働環境の改善、働き方改革

○常駐現場への移動時間削減により、
対象社員月平均所定外労働時間9時間減

○現場作業におけるICT化の取組み
1.ウェラブルカメラ導入
2.KANNA導入（建設現場施工管理アプリ）
3.現場クラウドOne導入

受賞ポイント④キャリアパスに基づいた人材育成

NEP  (Nakamura Education Program)
○独自の社内教育プロジェクト

↓
○育成項目は約200項目。
○若手社員が3年間で大口工事の管理が出来る
ようになることを目標とする。

↓
○統一された品質及び顧客対応が可能。
○持続可能な教育体制の実現が可能。



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ④

企業名 取組のポイント

7

○企業内職業訓練校として、1987年に開校。
○1年間の教育は、学科450時間、実技950時間の埼玉県から認定
を受けたカリキュラムに沿って育成を実施。
○卒業試験にあたる技能照査に合格すると、国家資格である
「技能士補」の資格が与えられる。

○高校生・専門学生等、学生を対象としたコンペ。「ものづく
り」の要素に重点を置き、模型製作を必須条件としている。
○模型製作を通して、建築の魅力に触れ、今後の木造建築・も
のづくり全般の技術者・技能者の育成に寄与。
○これまでの応募作品総数 ４１０作品。

受賞ポイント②若年者入職促進、④キャリアパスに基づいた人材育成等
第３回 ポラス木造住宅インターハイ 設計部門 受賞作品（最優秀賞・優秀賞）

第３回 ポラス木造住宅インターハイ 造形・造作部門 受賞作品（最優秀賞・優秀賞）



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ⑤

企業名 取組のポイント

8

入社1年～7年目を対象とした若手社員育成研修を、入社1年生～3年生、
4年生～7年生の2グループに分け、入社初期に躓く課題、入社中期に躓く課
題を解決できる研修に変更。それにより、社員の研修参加意欲が高まり活
発な意見交換や若手リーダー層への質問が増え、当初目的としていた現場
の不安解消の場としての役割をしっかり担っている。

受賞ポイント②若年者入職促進

功績が認められ
インターンシップア
ワード（（株）マイナ
ビ主催）入賞

受賞ポイント④キャリアパスに基づいた人材育成等



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ⑥

企業名 取組のポイント

9

レベル２（ブルーカード
取得者）には、日額500円、
レベル３（シルバーカー
ド取得者）には、日額
1,000円、レベル４（ゴー
ルドカード取得者）には
日額2,000円の手当を支給。
さらにレベル４の認定者
の中から特に他の模範と
なる方を西松マイスター
と評し、日額3,000円の手
当を支給。これまでに866
名の認定者を輩出。

休暇制度の充実。
社員の多様な働き方を支
援する環境が整備されて
いる。

受賞ポイント①CCUSの活用、⑤処遇の改善

法定では、子が１歳になるまで

法定では、対象家族1人につき、
通算93日まで取得可能

法定では、子小学校就学の始期に達するまで



建設人材育成優良企業表彰（優秀賞）受賞者一覧 ⑦

企業名 取組のポイント

10

○事務作業負荷低減を目的に「事務支援センター」を本社に設立。
作業所における書類作成のほとんどの事務作業を一括して事務センターで
行えるようメニューを整備。

○事務センターから、随時現場へ出張する体制を作り、現場に出向いて
事務支援を実施することで、支援項目の拡充も実現した。

受賞ポイント⑥労働環境の改善、働き方改革
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